
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

ギオン

ノイマン
ソラリス

UGNチルドレンA

7

生誕

疎まれた子

嫌悪

心の壁

アンテナ

メス

32

姫宮　由里香
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【26】亜純血/デミブリード
姫宮由里香

言語という概念
信頼
執着

嫌悪
嫌悪

8

ワーディング

リザレクト

言葉の刃

言葉の盾

確定予測

錯覚の香り

抗いがたき言葉

インタラプト

コンセントレイト：ノイマン
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リアクション
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メジャー/リアクション

メジャー
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メジャー
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-

視界
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視界

－

シーン
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単体

自身

ー

ー

単体

単体

－

自動
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対決

対決

ー

ー

対決

自動

－
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↓100

ー

ー

ー

－

－

ピュア

－

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

攻撃力＋Lv、装甲値無視

ドッジ可能

リアクションC値＋2、Lv回/1S

判定＋LvD

命中した対象の判定ーLvD

対象の判定C値＋1、Lv回/1S

C値ーLv

油断疲労遅刻言語違反自己中心的倫理観……では伝わらないのできちんとした背景を述べる。UGNに収容されている言語受信体質の少女。言語受信体質とは、五
感で感じ取った名前文字感情景色概念そのすべてが文字に変換され、それが声になって脳内に垂れ流されるという体質であり、具体例を述べるのならば、辞書に
触れるだけで処理しきれない程の膨大な文字列が瞬時に一巡し、街を歩くだけで雑踏に溢れかえる人々が抱える濁った感情や知りたくもない思考が頭を駆け巡る
といった具合である。言語を生得的に獲得する前からその厄災にさらされた彼女は、前者のような負荷が重なることで脳の言語野が焼きただれ、後者のような悪
意が重なることで脳の言語野が歪んだ。UGNに保護されるまでの十年足らずは、現在の彼女に一生ものの後遺症を残すことには十分であった。

　現在の彼女は、まず、彼女は言葉の意味を理解できない。正確には言葉の意味の理解を脳が拒み、言葉とその意味が結びついていないという状態にある。その
ため鳴りやまない雑音に悩まされ、悪意に精神を壊されることは少なくなったのだが、言語による対話は実質不可能になった。加えて、彼女の口からついて出て
くる言葉は、人を傷つけるような罵詈雑言や人を後ろ向きにさせるネガティブワードのみとなった。精神を穢した言葉の数々は彼女に深く根差しており、現在は
それを意味も分からず振り回している状態である。そして最後に、彼女の振りまくその言葉の数々は、彼女が願えばその言葉に見合った加虐性を帯びるのである
。どの言葉が口から生れるか、その言葉の威力はどのようなものかは全てランダムであるが、ジャームを制圧する力は十二分にあるといえる。

精神治療とエフェクトの制御に数年がかかった。一度FHエージェントに生体兵器として利用され、大きな被害を出したこともあった。そのため、彼女につきまと
うコストとリスクの問題から、このままUGNに軟禁することが彼女の措置として最善という見方だった。しかし、姫宮由里香によって彼女にも確かに「良心」が
あり、社会やオーヴァードというものがどういったものかを実際に学ばせ、UGNの一員とすべきという進言がされてことで、今回のミッションにて彼女を実験的
に外に出すこととなった。理解者である姫宮はこう言った。「この子に悪気はないの。ただ、気持ちを表現するために、効果音を口にしているの。物騒に思える
言葉は、ただの”擬音”に過ぎないのよ」
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